
(57)【要約】

【課題】スライドピンを容易に取り外せる収納体のサイ

ドロック装置の提供。

【解決手段】支持体に収納体を開閉可能に取り付けて、

該収納体側に左右一対のスライドピン３を移動可能に保

持すると共に、該左右の各スライドピンを付勢ばね圧５

で支持体側に形成されたロック孔方向ヘ付勢して、操作

ハンドル１の揺動操作で、上記左右の各スライドピンの

先端部を支持体側のロック孔から付勢ばね圧に抗して後

退させるように構成したサイドロック装置において、上

記収納体側にスライドピンの後端部を内嵌してその進退

動を促すカム部材４を設けて、該カム部材の先端筒状部

の対向する面に係止孔１５を設ける一方、スライドピン

の後端部側を二叉状の弾性片構造となして、該各弾性片

１１に上記係止孔に係脱可能に係止する突起１２を設け

ることにより、スライドピンをカム部材に対して回転さ

せるだけで、その弾性片の突起がカム部材側の係止孔か

ら外れる。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
支 持 体 に 収 納 体 を 開 閉 可 能 に 取 り 付 け て 、 該 収 納 体 側 に 左 右 一 対 の ス ラ イ ド ピ ン を 移 動 可
能 に 保 持 す る と 共 に 、 該 左 右 の 各 ス ラ イ ド ピ ン を 付 勢 ば ね 圧 で 支 持 体 側 に 形 成 さ れ た ロ ッ
ク 孔 方 向 ヘ 付 勢 し て 、 操 作 ハ ン ド ル の 揺 動 操 作 で 、 上 記 左 右 の 各 ス ラ イ ド ピ ン の 先 端 部 を
支 持 体 側 の ロ ッ ク 孔 か ら 付 勢 ば ね 圧 に 抗 し て 後 退 さ せ る よ う に 構 成 し た サ イ ド ロ ッ ク 装 置
に お い て 、 上 記 収 納 体 側 に ス ラ イ ド ピ ン の 後 端 部 を 内 嵌 し て そ の 進 退 動 を 促 す カ ム 部 材 を
設 け て 、 該 カ ム 部 材 の 先 端 筒 状 部 の 対 向 す る 面 に 係 止 孔 を 設 け る 一 方 、 ス ラ イ ド ピ ン の 後
端 部 側 を 二 叉 状 の 弾 性 片 構 造 と な し て 、 該 各 弾 性 片 に 上 記 係 止 孔 に 係 脱 可 能 に 係 止 す る 突
起 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る サ イ ド ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
ス ラ イ ド ピ ン の 後 端 部 を カ ム 部 材 に 振 幅 可 能 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
サ イ ド ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
ス ラ イ ド ピ ン の 弾 性 片 の 間 に ス ト ッ パ ー 片 を 設 け 、 カ ム 部 材 の 該 ス ト ッ パ ー 片 と 対 応 す る
面 に ス ト ッ パ ー 片 に 弾 接 す る 弾 接 片 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ２ の い
ず れ か に 記 載 の サ イ ド ロ ッ ク 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
カ ム 部 材 の 弾 接 片 と 対 向 す る 側 面 内 側 に 誤 組 み 付 け 防 止 用 の リ ブ 壁 を 形 成 し た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ３ 記 載 の サ イ ド ロ ッ ク 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 側 に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ る グ ロ
ー ブ ボ ッ ク ス の 如 き 、 収 納 体 の サ イ ド ロ ッ ク 装 置 の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 の こ の 種 サ イ ド ロ ッ ク 装 置 は 、 具 体 的 に は 図 示 し な い が 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 側 に 設 け
ら れ る ハ ウ ジ ン グ 内 に 左 右 一 対 の リ ン ク レ バ ー を 回 転 可 能 に 軸 支 し て 、 該 左 右 の 各 リ ン ク
レ バ ー の 上 端 部 側 に イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 形 成 さ れ た ロ ッ ク 孔 を 出 入 す る 一 対 の ス ラ
イ ド ピ ン を 固 定 す る と 共 に 、 左 右 の 各 リ ン ク レ バ ー の 下 端 部 間 に 上 記 左 右 の 各 ス ラ イ ド ピ
ン を 常 時 ロ ッ ク 孔 内 に 係 入 す る 方 向 へ 付 勢 す る 引 張 コ イ ル ば ね を 装 着 す る 構 成 と な っ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ し て 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 閉 塞 状 態 に あ っ て は 、 左 右 の 各 リ ン ク レ バ ー の 上 端 部 に 固 定
さ れ て い る ス ラ イ ド ピ ン の 先 端 部 が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 側 の 対 応 す る 左 右 の ロ ッ ク 孔
内 に 係 入 し て 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス を そ の 閉 塞 位 置 に ロ ッ ク す る こ と と な る が 、 こ の ロ ッ ク
状 態 を 解 除 し て グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス を 開 放 す る 場 合 に は 、 操 作 ハ ン ド ル の 揺 動 操 作 で 、 左 右
一 対 の リ ン ク レ バ ー の 中 間 部 に 対 向 し て 設 け ら れ て い る 各 突 出 腕 を 上 記 引 張 コ イ ル ば ね の
付 勢 ば ね 圧 に 抗 し て 押 し 下 げ る と 、 左 右 の 各 リ ン ク レ バ ー が 付 勢 方 向 と は 逆 方 向 に 回 転 し
て 、 ス ラ イ ド ピ ン の 先 端 部 を ロ ッ ク 孔 か ら 後 退 さ せ る の で 、 こ れ に よ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク
ス を 開 放 方 向 へ 移 動 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ４ － ６ ０ ０ ７ ９ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 従 来 の サ イ ド ロ ッ ク 装 置 に あ っ て は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 両 サ イ ド に お い て 、 そ
の ロ ッ ク 状 態 と ロ ッ ク 解 除 状 態 が 簡 単 に 得 ら れ る 利 点 は あ る が 、 反 面 、 左 右 一 対 の ス ラ イ
ド ピ ン は 対 応 す る リ ン ク レ バ ー 側 に 固 定 さ れ て い る 関 係 で 、 例 え ば 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 自
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体 が 破 損 し た よ う な 場 合 に は 、 ス ラ イ ド ピ ン を リ ン ク レ バ ー か ら 容 易 に 取 り 外 す こ と が で
き な い た め 、 ス ラ イ ド ピ ン を 再 利 用 す る こ と が で き な い こ と は 勿 論 で あ る が 、 こ れ に 起 因
し て 、 リ ン ク レ バ ー を 内 蔵 す る ハ ウ ジ ン グ や 操 作 ハ ン ド ル も グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 側 か ら 取 り
外 す こ と も で き な い た め 、 同 様 に 、 再 利 用 す る こ と が で き な か っ た 。 特 に 、 ハ ウ ジ ン グ や
操 作 ハ ン ド ル の 近 傍 に は シ リ ン ダ ー 錠 が 設 け ら れ て い る の で 、 こ れ を 再 利 用 す る 場 合 に は
、 ハ ウ ジ ン グ や 操 作 ハ ン ド ル を も 壊 す 必 要 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 斯 か る 従 来 の サ イ ド ロ ッ ク 装 置 が 抱 え る 課 題 を 有 効 に 解 決 す る た め に 開 発 さ れ
た も の で 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 支 持 体 に 収 納 体 を 開 閉 可 能 に 取 り 付 け て 、 該 収 納 体 側
に 左 右 一 対 の ス ラ イ ド ピ ン を 移 動 可 能 に 保 持 す る と 共 に 、 該 左 右 の 各 ス ラ イ ド ピ ン を 付 勢
ば ね 圧 で 支 持 体 側 に 形 成 さ れ た ロ ッ ク 孔 方 向 ヘ 付 勢 し て 、 操 作 ハ ン ド ル の 揺 動 操 作 で 、 上
記 左 右 の 各 ス ラ イ ド ピ ン の 先 端 部 を 支 持 体 側 の ロ ッ ク 孔 か ら 付 勢 ば ね 圧 に 抗 し て 後 退 さ せ
る よ う に 構 成 し た サ イ ド ロ ッ ク 装 置 に お い て 、 上 記 収 納 体 側 に ス ラ イ ド ピ ン の 後 端 部 を 内
嵌 し て そ の 進 退 動 を 促 す カ ム 部 材 を 設 け て 、 該 カ ム 部 材 の 先 端 筒 状 部 の 対 向 す る 面 に 係 止
孔 を 設 け る 一 方 、 ス ラ イ ド ピ ン の 後 端 部 側 を 二 叉 状 の 弾 性 片 構 造 と な し て 、 該 各 弾 性 片 に
上 記 係 止 孔 に 係 脱 可 能 に 係 止 す る 突 起 を 設 け る 構 成 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ を 前 提 と し て 、 ス ラ イ ド ピ ン の 後 端 部 を カ ム 部 材 に 振 幅
可 能 に 連 結 す る 構 成 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ２ を 前 提 と し て 、 ス ラ イ ド ピ ン の 弾 性 片 の 間
に ス ト ッ パ ー 片 を 設 け 、 カ ム 部 材 の 該 ス ト ッ パ ー 片 と 対 応 す る 面 に ス ト ッ パ ー 片 に 弾 接 す
る 弾 接 片 を 設 け る 構 成 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ を 前 提 と し て 、 カ ム 部 材 の 弾 接 片 と 対 向 す る 側 面 内 側 に
誤 組 み 付 け 防 止 用 の リ ブ 壁 を 形 成 す る 構 成 を 採 用 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
依 っ て 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 如 き 収 納 体 が 破 損 し た と し
て も 、 ス ラ イ ド ピ ン を カ ム 部 材 に 対 し て 回 転 さ せ る だ け で 、 そ の 弾 性 片 の 突 起 が カ ム 部 材
側 の 係 止 孔 か ら 外 れ る の で 、 後 は 、 カ ム 部 材 か ら 引 き 抜 け ば 、 ス ラ イ ド ピ ン の 再 利 用 が 可
能 と な る こ と は 勿 論 で あ る が 、 こ れ に 起 因 し て 、 ス ラ イ ド ピ ン の 進 退 動 を 促 す カ ム 部 材 を
も 収 納 体 か ら 取 り 外 せ る の で 、 カ ム 部 材 を 含 む 駆 動 機 構 も 再 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。
又 、 ス ラ イ ド ピ ン を 容 易 に 取 り 外 せ る こ と は 、 メ ン テ ナ ン ス の 面 で も 良 好 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 ス ラ イ ド ピ ン が 振 幅 可 能 に 連 結 さ れ て い る こ と に よ り 、
組 み 付 け の 際 、 収 納 体 の 形 状 や 収 納 体 の 孔 位 置 に 十 分 に 対 応 で き る と 共 に 、 収 納 体 の 前 壁
側 が ア ウ タ ー 材 と イ ン ナ ー 材 で 構 成 さ れ て い る よ う な 場 合 に は 、 両 材 の 溶 接 も 簡 単 に 行 な
え る こ と と な る 。 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 ス ラ イ ド ピ ン の ス ト ッ パ ー 片 に カ ム 部
材 の 弾 接 片 が 弾 接 す る こ と に よ り 、 ス ラ イ ド ピ ン の ガ タ ツ キ を 防 止 で き る 。 請 求 項 ４ 記 載
の 発 明 に あ っ て は 、 誤 組 み 付 け 防 止 用 の リ ブ 壁 が 存 在 す る こ と に よ り 、 左 右 一 対 の ス ラ イ
ド ピ ン の カ ム 部 材 に 対 す る 誤 組 み 付 け が 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 図 示 す る 好 適 な 実 施 の 形 態 に 基 づ い て 詳 述 す れ ば 、 該 実 施 の 形 態 に 係 る サ
イ ド ロ ッ ク 装 置 も 、 自 動 車 の イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル に 開 閉 可 能 に 取 り 付 け ら れ る グ ロ ー
ブ ボ ッ ク ス を 対 象 と す る も の で 、 そ の ボ ッ ク ス 本 体 は イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 空 所 に 回
動 可 能 に 軸 支 さ れ る こ と を 前 提 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ し て 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る サ イ ド ロ ッ ク 装 置 は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 上 記 グ ロ ー ブ ボ ッ ク
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ス 本 体 の 前 壁 に 画 成 さ れ る 凹 部 内 に 揺 動 可 能 に 支 持 さ れ る 操 作 ハ ン ド ル １ と 、 該 操 作 ハ ン
ド ル １ を 当 該 凹 部 内 に 延 出 す る 取 付 壁 に ネ ジ 止 め す る 支 持 枠 ２ と 、 左 右 一 対 の ス ラ イ ド ピ
ン ３ と 、 該 左 右 の 各 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 進 退 動 を 促 す 左 右 一 対 の カ ム 部 材 ４ と 、 左 右 の 各 ス
ラ イ ド ピ ン ３ を イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル 側 に 形 成 さ れ た ロ ッ ク 孔 方 向 に 付 勢 す る ２ 本 の 圧
縮 コ イ ル ば ね ５ を 備 え る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
上 記 操 作 ハ ン ド ル １ は 、 図 ２ に も 示 す 如 く 、 そ の 背 面 側 に ス ラ イ ド ピ ン ３ と 圧 縮 コ イ ル ば
ね ５ を 左 右 で 個 々 に 収 納 す る 一 対 の 円 筒 部 ６ を 一 体 に 形 成 し て 、 該 各 円 筒 部 ６ の 対 向 す る
内 面 に 後 述 す る カ ム 部 材 ４ の カ ム 溝 １ ８ 内 を 移 動 す る 一 対 の 凸 部 ７ を 突 設 す る 構 成 と な っ
て い る 。 支 持 枠 ２ は 、 そ の 背 面 側 に 複 数 の ネ ジ 孔 ８ を 形 成 す る と 共 に 、 両 側 縁 に 上 記 円 筒
部 ６ 方 向 に 折 曲 す る 折 曲 壁 ９ を 延 設 し て 、 該 各 折 曲 壁 ９ の 中 央 部 に カ ム 部 材 ４ の 先 端 側 の
出 没 を 許 容 す る 開 口 １ ０ を 形 成 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
又 、 左 右 一 対 の ス ラ イ ド ピ ン ３ は 、 勝 手 違 い に 成 形 さ れ る も の で あ る が 、 基 本 的 に は 、 図
３ に も 示 す 如 く 、 そ の 後 端 部 を 二 叉 状 の 弾 性 片 １ １ 構 造 と な し て 、 該 各 弾 性 片 １ １ の 外 面
に 後 述 す る カ ム 部 材 ４ の 係 止 孔 １ ５ に 係 脱 可 能 に 係 止 す る 突 起 １ ２ を 形 成 す る と 共 に 、 各
弾 性 片 １ １ の 間 に 後 述 す る カ ム 部 材 ４ の 弾 接 片 １ ６ を 弾 接 す る ス ト ッ パ ー 片 １ ３ を 一 定 量
偏 位 さ せ て 設 け る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
更 に 、 カ ム 部 材 ４ は 、 左 右 対 称 に 成 形 さ れ る も の で あ る が 、 基 本 的 に は 、 図 ４ に も 示 す 如
く 、 そ の フ ラ ン ジ 部 １ ４ を 境 と す る 先 端 側 を 角 筒 状 に 形 成 し 、 後 端 側 を 円 筒 状 に 形 成 し て
、 前 者 の 角 筒 状 先 端 部 ４ ａ に 対 し て は 、 そ の 上 下 側 面 に 上 記 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 突 起 １ ２ を
係 脱 可 能 に 係 止 す る 係 止 孔 １ ５ を 形 成 す る と 共 に 、 他 で 対 向 す る 一 側 面 に 上 記 ス ト ッ パ ー
片 １ ３ に 弾 接 す る 弾 接 片 １ ６ を 形 成 す る と 共 に 、 他 側 面 の 内 側 に 誤 組 み 付 け 防 止 用 の リ ブ
壁 １ ７ を 形 成 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
又 、 後 者 の 円 筒 状 後 端 部 ４ ｂ に 対 し て は 、 そ の 外 周 に 同 形 状 を 呈 す る 一 対 の カ ム 溝 １ ８ を
形 成 し て 、 上 記 円 筒 部 ６ の 内 面 に 突 設 さ れ た 凸 部 ７ を 当 該 カ ム 溝 １ ８ の 溝 縁 に 沿 っ て 移 動
さ せ る こ と に よ り 、 操 作 ハ ン ド ル １ の 揺 動 操 作 に 応 じ て 、 円 筒 部 ６ 内 で カ ム 部 材 ４ 自 体 を
進 退 動 さ せ る 構 成 と な っ て い る 。 尚 、 カ ム 溝 １ ８ は 、 凸 部 ７ を カ ム 溝 １ ８ 内 に 誘 導 す る 誘
導 部 １ ８ ａ と カ ム 部 材 ４ を 円 筒 部 ６ 内 に 引 き 込 ま せ た 位 置 に ロ ッ ク す る ロ ッ ク 部 １ ８ ｂ を
積 極 的 に 有 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
依 っ て 、 斯 か る 構 成 の サ イ ド ロ ッ ク 装 置 を 組 み 付 け る 場 合 に は 、 ま ず 、 操 作 ハ ン ド ル １ 側
の 各 円 筒 部 ６ 内 に 左 右 の 圧 縮 コ イ ル ば ね ５ と カ ム 部 材 ４ と を 個 々 に 収 納 す る こ と と な る が
、 こ の 場 合 に は 、 カ ム 部 材 ４ の 円 筒 状 後 端 部 ４ ｂ の 外 周 に 形 成 さ れ て い る 一 対 の カ ム 溝 １
８ の 誘 導 部 １ ８ ａ 内 に 対 応 す る 凸 部 ７ を 臨 ま せ な が ら 、 カ ム 部 材 ４ の 円 筒 状 後 端 部 ４ ｂ を
円 筒 部 ６ 内 に 押 し 込 ん で 所 定 方 向 に 回 転 し て 、 当 該 凸 部 ７ を カ ム 溝 １ ８ 内 に 係 入 さ せ れ ば
、 左 右 の 各 カ ム 部 材 ４ は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 各 圧 縮 コ イ ル ば ね ５ の ば ね 圧 で 、 そ の 角 筒 状
先 端 部 ４ ａ を 外 部 に 突 出 さ せ た 状 態 に 付 勢 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
次 い で 、 今 度 は 、 こ の 状 態 に あ る 操 作 ハ ン ド ル １ に 支 持 枠 ２ を 組 み 付 け る こ と と な る が 、
こ の 場 合 に は 、 各 カ ム 部 材 ４ を 回 転 さ せ な が ら 押 し 込 ん で 、 カ ム 溝 １ ８ に 係 入 し て い る 凸
部 ７ を 圧 縮 コ イ ル ば ね ５ の ば ね 圧 に 抗 し て カ ム 溝 １ ８ の ロ ッ ク 部 １ ８ ｂ に 移 行 さ せ れ ば 、
図 ６ に 示 す 如 く 、 カ ム 部 材 ４ 全 体 が 円 筒 部 ６ 内 に 略 収 納 さ れ る こ と と な る の で 、 後 は 、 図
７ に 示 す 如 く 、 斯 か る 収 納 状 態 を 利 用 し て 、 支 持 枠 ２ を 操 作 ハ ン ド ル １ の 背 面 側 に 被 嵌 し
、 且 つ 、 カ ム 部 材 ４ を 元 の 状 態 に 復 帰 さ せ て 、 該 各 カ ム 部 材 ４ の 角 筒 状 先 端 部 ４ ａ に 左 右
の 各 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 後 端 部 を 内 嵌 す れ ば 、 こ れ に よ り 、 サ イ ド ロ ッ ク 装 置 が 組 み 立 て ら
れ る こ と と な る 。 こ の 時 に は 、 誤 組 み 付 け 防 止 用 の リ ブ 壁 １ ７ に ス ト ッ パ ー 片 １ ３ が 当 た
っ て 嵌 入 す る こ と が で き な い の で 、 左 右 の ス ラ イ ド ピ ン ３ が 誤 っ て 組 み 付 け ら れ る こ と が
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な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
尚 、 斯 か る 状 態 に あ っ て は 、 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 後 端 部 を カ ム 部 材 ４ の 角 筒 状 先 端 部 ４ ａ に
内 嵌 す る と 、 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 二 叉 状 の 弾 性 片 １ １ に 設 け ら れ て い る 突 起 １ ２ が 係 止 孔 １
５ に 係 止 す る の で 、 そ の 抜 け 外 れ が 防 止 さ れ る と 同 時 に 、 ス ラ イ ド ピ ン ３ が カ ム 部 材 ４ に
対 し て 振 幅 可 能 に 連 結 さ れ る こ と と な る 。 又 、 こ の 状 態 に あ っ て は 、 カ ム 部 材 ４ 側 の 弾 接
片 １ ６ が 弾 性 片 １ １ の 間 に 設 け ら れ た ス ト ッ パ ー 片 １ ３ に 弾 接 す る の で 、 振 幅 可 能 で は あ
る が 、 そ の ガ タ ツ キ を 有 効 に 防 止 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
従 っ て 、 後 は 、 各 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 先 端 部 を グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 本 体 （ 図 示 せ ず ） の 側 面 に
形 成 さ れ て い る 通 孔 （ 図 示 せ ず ） に 通 し な が ら 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の 凹 部 内 に 延 出
す る 取 付 壁 に 支 持 枠 ２ を ネ ジ 止 め す れ ば 、 当 該 凹 部 側 に 操 作 ハ ン ド ル １ が 揺 動 可 能 に 支 持
さ れ る こ と と な る の で 、 こ れ に よ り 、 実 際 の 使 用 に 供 せ ら れ る こ と と な る が 、 操 作 ハ ン ド
ル １ を 揺 動 操 作 さ せ な い 状 態 に あ っ て は 、 図 ８ に 示 す 如 く 、 左 右 一 対 の ス ラ イ ド ピ ン ３ が
付 勢 ば ね 圧 で 伸 長 し て 、 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル Ｐ の ロ ッ ク 孔 Ｈ に 係 入 し て い る の で 、 こ
れ に よ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 本 体 が 閉 塞 状 態 に ロ ッ ク さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
又 、 斯 か る ロ ッ ク 状 態 を 解 除 す る 場 合 に は 、 操 作 ハ ン ド ル １ を 把 持 し て 引 き 上 げ る と 、 円
筒 部 ６ 内 の 凸 部 ７ が 対 応 す る カ ム 溝 １ ８ の 溝 縁 に 沿 っ て 移 動 し て 、 カ ム 部 材 ４ を 円 筒 部 ６
内 に 引 き 込 ま せ る の で 、 図 ９ に 示 す 如 く 、 各 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 先 端 部 が イ ン ス ト ル メ ン ト
パ ネ ル Ｐ の ロ ッ ク 孔 Ｈ か ら 後 退 し て 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 本 体 が 開 放 方 向 へ 回 動 す る こ と が
許 容 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 斯 か る 使 用 状 態 に お い て 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス 本 体 が 破 損 し た と し て も 、 図 １ ０ に
示 す 如 く 、 ス ラ イ ド ピ ン ３ を カ ム 部 材 ４ に 対 し て 回 転 さ せ る だ け で 、 そ の 弾 性 片 １ １ の 突
起 １ ２ が カ ム 部 材 ４ 側 の 係 止 孔 １ ５ か ら 外 れ る の で 、 後 は 、 カ ム 部 材 ４ か ら 引 き 抜 け ば 、
ス ラ イ ド ピ ン ３ の 再 利 用 が 可 能 と な る こ と は 勿 論 で あ る が 、 こ れ に 起 因 し て 、 支 持 枠 ２ の
取 付 壁 に 対 す る ネ ジ 止 め を 解 け ば 、 ス ラ イ ド ピ ン ３ の 進 退 動 を 促 す カ ム 部 材 ４ を も グ ロ ー
ブ ボ ッ ク ス 本 体 か ら 取 り 外 せ る の で 、 カ ム 部 材 ４ を も 再 利 用 す る こ と が 可 能 と な る 。 又 、
ス ラ イ ド ピ ン ３ を 容 易 に 取 り 外 せ る こ と は 、 メ ン テ ナ ン ス の 面 で も 良 好 と な る し 、 操 作 ハ
ン ド ル １ や 支 持 枠 ２ の 近 傍 に 設 け ら れ て い る シ リ ン ダ ー 錠 を 再 利 用 す る 場 合 に も 、 操 作 ハ
ン ド ル １ や 支 持 枠 ２ を 壊 す 必 要 も な く な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 如 く 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の 採 用 に よ り 、 グ ロ ー ブ ボ ッ ク ス の 如 き 収 納 体 が 破 損 し
た と し て も 、 ス ラ イ ド ピ ン を カ ム 部 材 に 対 し て 回 転 さ せ る だ け で 、 そ の 弾 性 片 の 突 起 が カ
ム 部 材 側 の 係 止 孔 か ら 外 れ る の で 、 後 は 、 カ ム 部 材 か ら 引 き 抜 け ば 、 ス ラ イ ド ピ ン の 再 利
用 が 可 能 と な る こ と は 勿 論 で あ る が 、 こ れ に 起 因 し て 、 ス ラ イ ド ピ ン の 進 退 動 を 促 す カ ム
部 材 を も 収 納 体 か ら 取 り 外 せ る の で 、 カ ム 部 材 を 含 む 駆 動 機 構 も 再 利 用 す る こ と が 可 能 と
な る 。 又 、 ス ラ イ ド ピ ン を 容 易 に 取 り 外 せ る こ と は 、 メ ン テ ナ ン ス の 面 で も 良 好 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る サ イ ド ロ ッ ク 装 置 を 分 解 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 操 作 ハ ン ド ル の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は ス ラ イ ド ピ ン の 後 端 部 側 の 構 造 を 示 す 要 部 拡 大 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 同 側 面
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） は カ ム 部 材 の 正 面 図 、 （ Ｂ ） は カ ム 部 材 の 平 面 図 、 （ Ｃ ） は カ ム 部 材 の 背
面 図 、 （ Ｄ ） は 図 ４ Ａ の Ａ － Ａ 線 断 面 図 、 （ Ｅ ） は 図 ４ Ｃ の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 操 作 ハ ン ド ル の 円 筒 部 に カ ム 部 材 を 収 納 し て 圧 縮 コ イ ル ば ね で 角 筒 状 先 端 部 が 外
方 に 突 出 し て い る 状 態 を 一 部 切 欠 し て 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 操 作 ハ ン ド ル の 円 筒 部 に カ ム 部 材 を 圧 縮 コ イ ル ば ね の ば ね 圧 に 抗 し て 引 き 込 ま せ
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た 状 態 を 一 部 切 欠 し て 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 サ イ ド ロ ッ ク 装 置 を 組 み 立 て た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ス ラ イ ド ピ ン の 先 端 部 が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の ロ ッ ク 孔 に 係 入 し た 状 態 を 示
す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ス ラ イ ド ピ ン の 先 端 部 が イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル の ロ ッ ク 孔 か ら 後 退 し た 状 態 を
示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） は ス ラ イ ド ピ ン の 突 起 が カ ム 部 材 の 係 止 孔 に 係 止 し た 状 態 を 示 す 説 明 図
、 （ Ｂ ） は ス ラ イ ド ピ ン を 回 転 し て そ の 突 起 を カ ム 部 材 の 係 止 孔 か ら 外 し た 状 態 を 示 す 説
明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 操 作 ハ ン ド ル
２ 　 　 　 支 持 枠
３ 　 　 　 ス ラ イ ド ピ ン
４ 　 　 　 カ ム 部 材
４ ａ 　 　 角 筒 状 先 端 部
４ ｂ 　 　 円 筒 状 後 端 部
５ 　 　 　 圧 縮 コ イ ル ば ね
６ 　 　 　 円 筒 部
７ 　 　 　 凸 部
８ 　 　 　 ネ ジ 孔
９ 　 　 　 折 曲 壁
１ ０ 　 　 開 口
１ １ 　 　 弾 性 片
１ ２ 　 　 突 起
１ ３ 　 　 ス ト ッ パ ー 片
１ ４ 　 　 フ ラ ン ジ 部
１ ５ 　 　 係 止 孔
１ ６ 　 　 弾 接 片
１ ７ 　 　 リ ブ 壁
１ ８ 　 　 カ ム 溝
１ ８ ａ 　 誘 導 部
１ ８ ｂ 　 ロ ッ ク 部
Ｐ 　 　 　 イ ン ス ト ル メ ン ト パ ネ ル
Ｈ 　 　 　 ロ ッ ク 孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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